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は じめに

大分県玖珠郡九重町に所在する二日市洞穴の発掘調査は九

重町教育委員会の要請を受け、別府大学考古学研究室が実施

した調査である。このごろ数多く見受けられる緊急調査とは異

なり、「玖珠川流域における縄文時代の研究」という問題意識

に立って計画された。同時に、九重町地域住民の文化財、特

に埋蔵文化財に対する関心、意識の高揚を目的として行なわ

れた。

この発掘調査の報告書も当然上の二つの目的により近づく

ことを意図して作成されたものである。すなわち、玖珠川|流

域の縄文時代研究の基礎的な資料として充分活用できること

と、地域住民の郷土に対する一層の関心をよびおこすーっの

機会になることを願っているのである。この具体的な方法と

してできるだけ多くの資料を図・写真であらわすことにして、

理解しやすいように努めた。



ニ日市洞穴の調査

発見と調査の経過

九重町松木に所在する洞穴で、地元の小学生が土器片を採集しているとの知らせを受けた別府

大学考古学研究室では早速九重町教育委員会の嶋田裕雄社会教育課長(当時)と連絡をとり、昭

和50年1月、賀川光夫・橘昌信の両名が現地踏査を実施したのである。教育委員会に収集されて

いたこ日市洞穴の遺物を実見したところ縄文時代早期の押型文土器・無文土器、前期の隆帯文土

器、石器類などの好資料が認められた。ただ、ちに洞穴に向かい、立地および土層の堆積状況の観察

に基づき、縄文時代の有望な洞穴遺跡であるとの判断を下し、教育委員会と発掘調査の必要性を

協議したのである O その後も町と洞穴の保存と活用について数回にわたる協議を重ねた結果、教

育委員会の要請を受けて別府大学考古学研究室で学術調査を実施することになったc

第 1次調査

昭和50年3月22日より 31日までの10日間実施した第 1次調査は、まず、洞穴の減量を行ない、これに

基づき 2m'を一つの調査単位とするグリッドを設定し、洞穴の奥部から開口部に向かつて、すなわ

ち西から東ヘ l・2• 3 ~10、南北は北から A ・ B.C~E と命名した。洞穴の中央部は 3 固に

およぶ水道管埋設工事で 'VJ字状にかなり深くまで掘り起こされているため、この撹乱土の除

去から開始した。

第 1次調査では洞穴の開口部よりのグ 1)ッドに作業を集中して進めた結果、縄文時代早期を主

体とする遺物包含層を確認することができ、特に早期の押型文土器の包含層は堆積が厚く、焼土

.灰などがレンズ状に数多ぐ認められ生活の痕跡を窺うのに充分であった。

第2次調査

50'年の夏、 7月28日より 8月11日までの15日間、第 2次調査が実施された。今回の調査は洞穴の中央

部のグリッドを中心に進められ、その結果、第 1次調査において開口部で確認されていた縄文時

代l早期の包含層が一段と良好な状態で存在するととが明らかにきれた。洞穴南側のC・Dグリッ

ドでは土器・石器と共に大きな河原石による炉牡と考えられる集石遺構が検出され、縄文時代早

期・前期の生活面が把握された。一方、洞穴北側のA.Bグリッドではやはり早期・前期の埋葬人

骨が発見され、洞穴北側が墓地として利用されていたことが明らかにされたのである。特に早期の

埋葬人骨は小さな土拡基に 3身体が二次的な状況で埋葬されており、当時の葬制を考察する上で

の貴重な資料である。なお、人骨の調査では長崎大学医学部の協力を得た。

第3次調査

51年10月4日より 18日までの15日間実施した第 3次調査は、第 2次調査に引き続き、洞穴中央部

の下層への掘り下げが行なわれ、押型文土器の包含層の下に無文土器の文化層が厚く堆積してい

るごとが明確にきれ、きらに下層により古い時期の文化層が予想された。

洞穴中央の南側調査区では縄文時代早期中頃の文化層が集石遺構を伴なって認められ、また、

北側では早期の埋葬遺構が発見され、一つの土拡墓に 4身体以上の遺骸が同時に埋葬されるとい
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う特殊な状況が観察された。人骨の調査では前回と同様、長崎大学医学部の手を煩わせた。第 3

次調査では発掘調査と併行して、遺跡周辺の地形測量を実施した。

第4次調査

51年 8月18日より 9月6日までの20日間行なわれた。第 4次調査は、別府大学考古学研究室のメ

ンバーの他、前回と同様に九州大学の考古学研究室から 2名の参加を得た。第 3次調査に引き続

き、洞穴南側の開口部および、中央部の下層への掘り下げを中心に実施された。作業の進行状況が

進んでいた開口部のグリッドで無文土器の文化層よりさらに下層に条痕文土器の良好な包含層が

認められ、それらの土器と共に「有舌尖頭器」と考えられる石器が発見された。これによって二

日市洞穴の最下層の文化層が縄文時代早期の初頭までさかのぼることがより明確にされたのである。

一方、洞穴北側は早期中頃までの文化層まで確認でき、それより下は洞穴のパイラン土の堆積と

なり地山の岩盤へと続いている。

第 5次調査

最終調査である第 5次調査は53年 8月18日より 31日まで14日間実施された。調査の主体は第 4次

で確認された南側開口部よりの条痕文土器を主体とする文化層の洞穴中央部への拡がりと生活面

の把握を目的に発掘を行なった。その結果、やはり良好な文化層が認められ、条痕文土器の他、

石鎌・スクレイパーそれに 4次調査で最大の関心事であった有舌尖頭器を発見することができた。

さらに前固までの調査においても散発的に出土していたシカ・イノシシなどの獣骨が洞穴の南壁

近くにおいて比較的まとまって出土し、当時の狩猟生活の一端が具体的な資料で示された。

開口部よりの調査区の一部を掘り下げたが、パイラン土の堆積が厚く、しかも壁よりで急激に

傾斜しているため岩盤を確認するまでに到らなかった。また洞穴の奥部よりのグリッドは他の調

査区で認められた最下層の文化層の確認は将来に残すことを余儀なくされた。

第 1次調査開始時(昭和 50.3 ) 第 5次調査終了時 (昭和 53.8) 
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ニ日市洞穴の位置
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図 1 二日市洞穴の位置

筑後川の上流である玖珠

川とその支流である松木川

が合流する地点の東側約 1

kmに二日市洞穴が所在する。

標高は海抜 363mでもある。
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図2 大分県内の縄文時代早期の主要遺跡

1早水台遺跡 2川原田洞穴 3稲荷山遺跡 4成仏岩陰

5粉洞穴

図3 洞穴周辺の地形 ①洞穴の位置
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松木川の浸蝕によって形成された洞穴
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二日市洞穴は耶馬渓溶結凝灰岩

が松木川の侵蝕によって二つの巨

岩に分離され形成されている。そ

の時期については明らかでないが

数万年前と推定される。

現在の松木川と洞穴までの直線

距離は約 100mで、河床面との比

高は 9mを測ることができる。

洞穴で生活していた縄文人も、

また野山に生息して動物にとって

も、松木川の水は生きていく上での

重要な役割を果たしていたものと

考えられる。

洞穴の西側には県指定の文化財

である瑞厳寺の磨崖仏が溶結凝灰

岩に刻まれている。

図4 洞穴前面の地形

松木川より

洞穴を望む



洞穴の形と調査個所
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図5 洞穴の平面と調査個所 (斜線)

023m  

図6 洞穴中央の横断面
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洞穴は東に向かって開口し、開

口部の幅は約 6m、現状の奥行

きは約20mの細長い形状を呈し

ている O 北と南の二つの巨岩に

挟まれているが、天井の一部は

細長く吹き抜けになっており、

同様に奥の方も巨岩どうしが接

してなく厚い土の堆積がみられ

る。

洞穴を形成している南側の壁

は、天井から地山までほぼ直線

に傾斜しているのに対して、北

側の壁は、下部で大きく湾曲し

洞穴の空間を広げながら岩盤へ

と続いている。



土層の堆積
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図7 土層断面の観察位置
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天井で二つの巨岩が接しでなく吹き

抜げであるという事は当洞穴の土壌の

推積と流出お上ぴ遺構・遺物の遺存状

態の上で大きな影響をおよぼしている

ものと考えられる。すなわち、土壌の

推積・流出という状況が一般の洞穴に

比較して大規模にしかも頻繁に行なわ

れたであろうが、結果的には堆積が勝

り生活面(文化層)の上に落石や岩の

風化した土壌などの無遺物の間層が堆

積して遺物・遺構などの遺存状態を良

好なものにしているのである。

それでいて、なおかつ洞穴の土層の

堆積は開地遺跡のそれと異なり、全般

3m 的に複雑な様相を呈している O これは

同穴という限られた空間で生活が営

まれているため、その時点その時点で

の不断のt覚乱をはじめ、洞穴内でのあ

る時期における生活が終結した以後も

自然的な要因ゃあるいは次の居住者による平担な生活面の確保によって三次的な堆積が当然想空

されるのである。

そのような洞穴の土層の堆積をより正確に把握し、文化層からさらに一歩道めて生活聞の広が

りを抽出すべく、調査グリッドごとに土層断面を設定した。洞穴中央部の水道管理設工事のrVJ

字状の掘り込みや大きな落石その他の事情で必ずしもすべてが満足できる結果とはなり得なかっ

たが、文化層の堆積と広がりを明確にすることができた。

当市j穴における全体的な土層の堆積状況は北側のA ・Bグリットと南側の C・Dグリッドでは

著しく異なっている O これは二日市洞穴を形成している北と南の二つの大きな巨岩のあり方によ

って規定されているのである。すなわち北壁が大きく湾曲しているため、土壌の厚い堆積が見ら

れず、洞穴を形成している凝灰岩のパイラン土壌になりそのまま岩盤に達するのである O それに対

して、南壁は地山に向って斜めに落ち込んでいるため厚い土層の堆積が認められるのである。結

局、洞穴内の土層は北から南へ向って傾斜し、南壁近くが最も厚いことになり北側では第 4文化

層までを、一方の南側は第 9文化層までの堆積を認めることができる。

{i -
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土層の断面
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図8 土層断面 (m-n) 

水道管の埋設によって洞穴内のすべての断面が観察される個所は残念ながら認められなかった

が、当洞穴の主体をなす土層断面は南側C・D調査区のm-nにおいて把握できたのでこれを基

本層序とする。

I~N層…茶褐色砂質土層。大部分は後世 VJIIc層…暗褐包砂質土層

の撹乱を受けている 立層…暗灰白色の粒子の粗い砂質土層

V層…灰と焼土を含む黄褐色~赤褐色土層 X層…黒褐色~暗褐色砂質土層

Vla層・・・灰褐色砂質土層 XI層…灰白色砂質土層で落石を多く含む

Vlb層…黄褐色砂質土層 E層…褐色土層

四 a層…赤褐色砂質土層 皿層…灰白色砂質土層で落石を多く含む

刊 b層…暗褐色砂質土層 XIV層…黒褐色~褐色砂質土層。色調の濃淡

刊 C層…明褐色~黄褐色砂質土層 によってXIVa • b ・Cと区別が可能

VJIIa層…暗褐色砂質土層 である

VJIIb層…黒褐色砂質土層 xv層…灰白色砂質土層。大小の礁を含む

これらの自然層のうち、大別すると v.vn.VJII. x. xn .XIVの各層を中心に、遺物・遺構の出

土が認められる。 8
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m-n断面

表土層(I層)の直下か

ら縄文時代早期の遺物包含

層となる。

立層まではほぽ水平な堆

積が認められるが、それ以下

の層においては南へ次第に

傾斜を増している。

盟層以下の土層の堆積は

南壁よりにほとんど集中し

ており、当洞穴における初

期の利用が南壁近くにあっ

たことが、この土層断面に

示されている。
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図9 土層断面 (a-b) 
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図10 土層断面 (c-d) 

a-b断面

B-4グリッド西壁の断面。本調査での最も奥部にあたる断面である。表面近くの大部分は数

10年前に撹乱をうけ、さらにその後の短期間による堆積の土層である。南側は水道管理設工事に

よる掘り方がみられる。

c-d断面

A・B-7グリッド西壁の断面。開口部よりの土層断面で、奥壁よりの土層に比較して、土層

の堆積は発達してなく、 VIIc層・Villa層が認められない。 AB調査区の南側において岩盤が急激

に落ち込んでいることが南北の断面で明瞭である。

ハU
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図11 土層断面 (e- f) 

e -f断面

B-4・5・6の東西の断面であるが、遺構および水道管埋設による掘り込みのため完全な土

層断面となっていない。

I~Va 層とした土層は古銭などが出土し新しい時期の堆積と判断されるものの、二次堆積の土

層中から発見される縄文時代後期の土器片などは本来この層のどこかに存在したものと推測される。

V 層 (b~d )はA.B調査区で確認できた前期の遺物包含層て¥第 2文化層として把握した。

焼土・灰のレンズ状の堆積が見られ、縄文時代前期の生活薗が示唆されている。

VIa.Vlb層は早期末の遺物包含層であり、洞穴の南側のC.D調査区の土層断面にも見るこ

とができる。開口部よりでは薄い堆積となっている。

刊 a.VIIb層も焼土・灰などのレンズ状の堆積を含む安定した土層が広がっている。第 4文化

層として把握した縄文時代早期中葉~後葉にかけての遺物、ならびに埋葬遺構が発見されている。

刊 C層は洞穴の西側において薄く堆積している。

xvl曹のパイラン土壌の上に堆積しているVllla層の出土遺物は少ない。
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図12 土層断面 (g-h) 

C.D-4グリッド西側の土層断面。 a-b断面と同様、本調査での最も奥部である。第V層

よりxm層の一部まで確認したが、以下は未調査のため不明。焼土・灰のレンズ状の堆積が認られ

るものの、南壁よりでの土層区分は困難をきわめる。
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o-p断面

C ・D-8グリッドの西壁。

本調査での最も開口部に近い

土層断面である。洞穴の開口

部に接するグリッドおよびそ

の断面にあたるため、上部の

土層は後世の利用によって削

平を受けており、ごく最近の

堆積土を除くとすぐにVIIIa層

となる。

当洞穴の最下層の文化層で

あるXlV層以下を局部的に掘り

下げたが、洞穴を形成してい

る凝灰岩のパイラン土壌と落

石が 2mほど続き、 XV(f)層で

水が湧き出した。下層になる

につれ、北から南へと堆積の

傾斜は強くなる。

なお、 o-pの断面に認め

られる遺物包含層は開口部よ

りの東側では落石によってほ

とんど認めることはできなか

った。

362m 

361m 

図13 土層断面 (0-p) 
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図14 土磨断面(i ~ j ) 

362m 

囲内土層断面 (k~ 1 ) 

I -j断面および Kー|断面

C-4~6 グリッドの東西、すなわち奥から開口部へ向かう土層の一部である。洞穴のほほ中央
に位置しているが、 1rii]穴北側を形成する巨岩の基盤がコンケーブして南側に張り出しているため

土壌の堆積は比較的薄い。そのため-j断面でみられる様に区層の下にはパイラン土壌のxv層
なり、そのまま基盤へと続いている。

文化層と自然層序との対比

第 1 文化層…本調査において明確な文化膚は把握できなかったが、本来は II~N層に存在した

ものと考えられる。

第 2文化層…A・B調査区においては土層の色調、焼土および灰層によって細分されるが、基

本的には V層としてとらえられる。

第 3文化層…VIa層と VIb層と自然層序を二つに区分したその中聞に遺物の集中がみられる。

第 4文化層…四層がこれにあたり、遺物および遺構の出土状況からV1Ia.V1Ib層に第 4文化層

(上)、V1Ic層に第 4文化層(下)とこつに分離することができる。

第 5文化層..自黙層序のV1IIa層。

第 6文化層.• . V1II b • V1II c層から区層上面までの厚い堆積で把握される。

第 7文化層…X層がその主体を占めるが、問層とぎれる医膚下面およびXI層の上面が含まれる。

第 8文化層...XII層がこれに相当し、一部XI層と落七の多い皿層の上面までおよんでいる O

第 9文化層・・却層が中心的な土層であるが、間層である皿層の下面も含まれる。なおX1V層はグ

リッドによっては a・b • cと区分されうる。

-14-
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集石遺構と埋葬遺構の場所

一」亡コF

02 

洞穴南側の C'D調査区において 8基の集

石遺構が発見された。 7号集石遺構について

はその性格が明確でないが、残り 7基は炉杜

と判断される。炉祉と考えられる集石遺構が

洞穴の中央から奥部にかけて存在することは、

当洞穴の天井および奥壁が開口していること

によるものであろう。なお、集石遺構の 1・

2号は第 2文化層、 4• 5号は第3文化層、

3・6号は第 4文化層(上)、 7・8号は第 5

文化層の所産である。

一方、洞穴北側のA・B調査区では 3基の

埋葬遺構が認められ、 Iは第 2文化層、 2・

3号は第 4文化層(上)にあたる。

縄文時代の前期および早期の後半の時期で

は洞穴内の南側と北側とがそれぞれ生活の場

と墓地とに使い分けられていたことが推測さ

3m れる。

018 

O集石遺構

o埋葬遺構

図16 遺構の位置

。
"==--

集石遺構

右'..3号

左… 7号

R
U
 

1
E
A
 



XlV I I圃 第 9文化層|期|第 9文化層

J>，. 

XV 
AA 

0集石遺構

ム。埋葬遺構

図17 自然層序と文化層の関係 図18 各文化層の石器 (を)
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E軍医盟国
遺 物

E三三二三二二十三ヰ

¥1  
図20 縄文時代後期の土器

1 

.~r 'I~~.~~" 山.";，>. 立和 J

it: i 工 i:-:~ ~'、". .、
仁手、与 J~<.~ コま

'>;.':-. .~ ~..'吋、ーι-~.. 日々

子
y 

5 (す)

本調査において明確な形で第 1文化層を把握することができなかったが、調査前の採集および

二次堆積の土層から縄文時代後期中葉から後半にかけての遺物がわずかであるが発見されている。

1・5は採集資料であり、 lは頚部に沈線と沈線聞に刻みが施されている半精製の鉢形土器。

5は組製の単純な形態、をした鉢形土器で文様は全く施されていない。 4は黒色磨研の浅鉢形土器。

以上の 3点は縄文時代の後期後葉の時期が想定される。

2は磨消縄文を有する鉢形土器の口縁部で、いわゆる「小池原式」に対比される。 3は条痕文

の口縁部で、 2とセットをなすものと考えられる。縄文時代の後期中葉に位置づけられるであろ

フ。

18一
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〈二三〉

品品鼻血畠

(十)

図21 石鉱

1 "-' 6石鯨

自然層序II"-'N層から 6点の石室族が発見されているが、大部分が二次堆積のため第 1文化層の

所産とするには問題が残る。

1 • 2・3・5は姫島産の黒曜石製。 4・6は安山岩質の石材が用いられている。

Q
d
 



第 1文化層

8 

図22 スクレィパー・磨町石

7 スクレィパー。安山岩質の石材を用いた

大形のもので、打製石斧とも判断できる。

8 . 9 磨り石。片面の大部分ともう一方の

面に磨痕が認められる。また局部的に打痕も観

察できる。

9 

(+) 

20 
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遺 構
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てby

図24 1号集石遺構

令〉
ミー3
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。

¥¥  

363.6m 

50cm 

/ 
♂ 

363.41m 

50cm 
図25 2号集石遺構

集石遺構

図23 遺構の位置と文化層の広がり

図26 1号埋葬遺構

C-4グリッドで近接して 1号 ・2号集石遺構が発見された。他の集石遺構に比較して小さな

扇平な離を使用したものであり、 1号は醸が散在しており、二次的な状況が窺える。 2号集石

は1号よりレベ/レ的に下位にあたる。ほぽ長方形を呈するが短辺の両側の礁はみられない。両者

とも礁の周辺の掘り込みや焼土 ・灰などは検出されなかった。

埋 葬 遺 構

B -5グリッドの東側において 1号埋葬遺構が発見されている。 60X90cmのほぼ楕円形をした

土拡内から頭蓋骨のみが出土し、頭蓋骨の左右および土拡墓内の下面に、 30cm前後の属平な瞭が

認められる。

V層中に土拡墓の掘り方がみられ、第 2文化層の時期の埋葬である。

-21 
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1号埋葬遺構
(縄文時代前期)

1号集石遺構

(縄文時代前期)
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図28 縄文時代前期の土器

4 大形の深鉢形土器で、口唇部に刻み目を有し、その直下に断面三角形の凸帯を 5本巡らし

ており、きらに同様な凸帯を胴部にやや不規則であるが波状に 2条貼りつけている。横方向の粗

い条痕が地文として表裏につけられている。全体の器形は口縁部がやや外反し、胴部に膨みをも

たないで、丸底の底部へと移行するものと推定できる。縄文時代前期の「轟B式土器」に含まれる

ものであろう。

5・6 いずれも口縁部の破片で、表面にはほぼ方形をした押引文が連続的に並んで、いる。裏

面には粗い条痕が地文として施されている C 破片が小さいため全体の形は知り得ない。

第 2文化!曹の土器はA.B調査区において顕著であり、 C.D調査区ではほとんど出土してい

ない。

24 
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第 2文化層
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図29 石鎌・尖頭器

〈ここご〉

仁二二フコ (十)

1 ~15 石織。第 2文化層から破片も含めて27点の石錬が出土している。基部の扶りが深くて

脚部が明瞭な 1~5 の様な一群と、基部の扶りが幅広く尖った脚部をもっ 6 ・ 7 で代表される

ものとが顕著な存在である。この他、基部がほぼ直線的な 8・10、それに12の様に基部が凸状にな

るものも見られる。 16・17・18はいずれも先端部の破片であるが、普通の石鎌に比較して大形で、

あり、尖頭器の一種として区別されうる資料とも思える。

1 ・ 17は黒色をした黒曜石製。 3~5 ・ 8 ・ 18は乳白色をした姫島産の黒曜石製。 9 はチヤ←

卜質の石材であり、残りはすべて安山岩質の石材が使用されている。

完全な形の石鎮の重さについては、 2は0.51g 、 5は0.39g、6は0.40gを量ることができる。
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第 2文化層

~ 

図30 二次加工のある剥片

22 C
 

亡二二二=コ

図31 スクレィパー・石核

23 

ヒ二三二コ

24 

(会)

27 

28 

(寺)

19・20 側辺に沿ってプランテイング(刃潰し)加工を思わせる剥離がみられる。

22・24 不定形な剥片の一部に小さな二次加工が施されている。

27 ほぽ三角形を呈する二辺に沿って二次加工の剥離がみられるスクレイパーである。

28 剥片石器の素材となる剥片を採取した石核。

29 操の一端に粗い加工を施して刃部を形成している醸器である。

19 ・ 23 ・ 24 ・ 28は桂質岩、 20~22は黒色の黒曜石、 25 ・ 26は頁岩質、 27 ・ 29は安山岩質
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図32 礁器
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E歪E盤国
遺構(集石遺構)

図34 第4号集石遺構

図35

一一一一一ーヂ=ー

363m 

一一一r=-

50cm 

図33 遺構の位置と文化層の広がり

洞穴のほぽ中央部に文化層の広がりを

見ることができるが、遺物はB-4・5

グリッド、 C・D-4グリッドと洞穴の

奥壁よりに集中する傾向が窮がえる。出

土遺物は全体的に少なしこの時期の洞

穴利用は顕著でーなかったように思える。

D-6 グリッドの北壁よりに 2 基の集石が認められる 4 号は 15~20cm大の河原礁を北へ聞いた

コの字状に組んでいる。 5号はやや雑然としているが、醸の周辺に炭火物が検出され炉祉と判断

した。機の回りに掘り込みのピットは確認できなかった。

出土土器は押形文土器とそれに伴う多量の無文土器によって代表されるが、撚糸文も出土して

いる。押型文土器から考えると縄文時代早期末葉に相当する時期が設定される。

石器もやはり少なく、石錦6点の他は不定形な二次加工のある剥片や使用痕のある剥片が僅か

に出土しているだけである。

-28 



4号集石遺構(縄文時代早期)

5号集石遺構(縄文時代早期)
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図36

口縁部が著しく外反する押型文土器で外面に組大な楕円文を有し、内面に太い条痕文が施

されている。

1と同様な施文法がみられるが、口縁部はあまり外反していない。

内外面に山形文を施している。

胴部で「く」の字状に屈曲する特徴的な形態を有する押型文土器である。

尖底の押型文土器で、不明瞭だが底部の中心まで押型文が施文される。

底に近い部分の破片で尖り底になる。

内外に横方向の撚糸を施文した口縁部の破片である。

薄手の無文土器で口縁部がやや外反している。

縄文時代早期の土器

1 

30 

3 

2・4

8 

10 

5 

9 

6 
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: 16 

(古)

図37 縄文時代早期の土器と土製品

11 口縁部が直行する無文土器。

12・16 外面と内面にそれぞれ杭白状の小さな条痕が観察される。

第 3文化層

-.~ ，¥ 

弘、~~~~~3~~ιh
ti-:'対.1:1'.h 戸 1

ん主
k氾 γノ

: 17 

20 

13・15 撚糸文が施された口縁部と胴部の土器片。13は内湾し内外面に撚糸文が横走している。

17 外面に大きな縄文が施文されている O

土製品

20 扇平な土製品であるが、欠損しているため全体の形状は不明である O

← 31 
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1------3石S族

第 3文化層

5 

(十)

図38 石鎌 ・他

図39 奇襲 器

1・2はそれぞれ姫島産黒曜石製、安山岩質製である。 3はチャート質の石材を用いた典型的な

鍬形鎮で、重さはO.92gである。

4・5 使用痕のある剥片。 4は安山岩質、 5は桂質岩で、それぞれ剥片の鋭利な一辺に使用によ

ると考えられる刃こぽれが観察される。

6 片刃の瞭器、安山岩質。片面の一端にのみ打剥を施して刃部を形成しており、他は表皮を

残している。典型的なチヨツパー(chopper )である。

-33一
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E5置国
遺構(集石遺構)

図41 3号集石遺構

図42 6号集石遺構

焼土

363m 

国40 遺構の位置と文化層の広がり

ー一」/ 当洞穴の文化層の中で最も安定した層で、

/ 遺物の出土量も多く、南側の c-5グリッド

およびD-6グリッドにおいて集石遺構が、

北側の B-4およびB-6グリッドで埋葬遺

構が発見されている。文化層の広がりも洞穴

の中央部から開口部へと広い範囲におよんで

いる。

なお、第 4文化層は自然層序の四 a・刊 b

層を主体した第 4文化層(上層)と刊 C層の

50川第 4文化層(下層) の二つに区分され、遺構

ー= はいずれも上層において把握される。

上層の主体をなす土器は無文土器と押型文土器であるのに対して、下層では無文土器が圧倒的

にまさっており、押型文土器は全く認められない。縄文時代の早期中頃から後半にかけての時期

が想定される。

3号集石遺構は本調査で出土したものの中で最も明確な形で残っており 、集石の下面に浅いピ

ットが認められ、それに焼土・灰なども検出され炉祉と判断できる。 6号集石遺構も 3号に準ず

る状況が観察され炉祉と考えられる。

34 



第 4文化層(上層)
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遺構(埋葬遺構)

1
71
 

図43 3号埋葬遺構 020cm  

ウ

予亨

2号埋葬遺構は小さな土拡墓に、壮年男性(I

20cm 号人骨)、成年女性(2号人骨)と小児の 3身体

図44 3号埋葬遺構の上部の配石 が二次的な状態で埋葬されている。

3号埋葬遺構は人骨の遺存の状態が良好で、なかったが、成人骨 4身体と幼児骨 l身体が合葬さ

れていたものと判断される。上部にやや不規則な配石が認められる。

一つの土拡墓に複数の遺骸をおさめる葬法は縄文時代早期における特色とみなされる。

36 -
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20cm 
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図45 2号埋葬遺構 (上面)

ノ〆

図46 2号埋葬遺構 (中面)

図47 2号埋葬遺構 (下面)
o 20cm 

第 4文化層(上層)
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1 • 2・4・5 山形押型文の口縁部。内外面にやや間延びした山形文を横走させ、内面の口

唇部近くに押型文の原体によると推測される短かく太い条痕が施文されている。口縁部は全体に

外反気味である。

3 楕円押型文の口縁部。内外面に楕円文を施し、 さらに内面にほやや細くて長い縦方向の条

痕を施文している。口縁部はやや外反している。

6 楕円押型文の口縁部の破片であるが、口唇部を欠損している。

7・8 底部および底部近くの破片。

9 格子目押型文の口縁部。外面の口唇直下に素文帯を設け、それ以下に施文している。内面に

も条痕文と押型文が施されており、口縁部は、著しく外反する。
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図的 縄文時代早期の土器
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10 口縁部が内湾する無文厚手の大形の鉢形土器。

12 無文厚手の尖り底。土器整形時の指による圧痕が観察される。 10の底部にあたるものと推

測される。

11・13・16・17 薄手の無文土器で、口縁部は直行~内湾している。

14・15 やや厚手の無文土器で、 b縁部はほぼ直行する。
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図50 縄文時代早期の土器

18~21 ・ 24 山形押型文土器。内外面に山型押型文を施した鉢形土器の口縁部である。内面

に条痕文は認められず、また口縁部はほぼ直行するなど、先の押型文土器の一群とはタイプが異

なる。

22 外面の口唇部直下に素文帯を残して、内外に山形文を施文している O 口縁部は外反する。

23・25 楕円押型文土器。口縁部の内外面に楕円文を施しており、やはり内面に条痕は施文さ

れていない。口縁部は直行する。

26 

27 

小さな山形文が外面に施文されているが、文様と文様の聞に無文帯を持つ。

山形押型文の口縁部近くの破片で、内外に山形文が施こされている。

一← 40
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図51 縄文時代早期の土器
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第 4文化層(下層)

31 

33 

(す)

28 無文尖底の鉢形土器。口縁部が直行し、胴部から底部にかけて急に小さくなりながら著し

く尖る底部へと移行する。

29 薄手の無文土器で、内面に縦方向の板目状調整がみられる。

30 横方向の条痕文が施されている。

31 やや内湾気味の口縁部で、内 ・外面に板状器具によるナデによる調整と指圧がみられる。

32 粗い条痕文が内外に認められる。外面の条痕は縦~斜方向であるのに対し、内面は横方向

でしかも明瞭につけられている。なお口唇部に刻み目 を有している。

33 精 ・粗二種類の調整痕が観察される。
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著しく内湾する無文土器の口縁部。

やや厚手の無文土器の口縁部で幾分外反する形態を呈する。

無文薄手の口縁部。口縁部の形態は全体的に直行する。

撚糸文土器。外面に斜向する細い撚糸文が施されている O

粗い撚糸文が斜方向に走っている厚手の口縁部。

(す)

縄文時代早期の土器図52
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縄文時代早期の土器
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第 4文化層

く二>1くこ:::>2

EP史
℃三二ア 7 

(す)

図54 石鍬 (士)

図55

スクレイ ノfー・他

1 ~ 5 石皇族(l~

3…上層、 4・5…

下層)

1・2 いわゆる

「鍬形鯨」で上層の

押型文土器に共伴す

る資料である。共に

黒色をした黒曜石製

8 である。

3 基部に挟りがないタイプで、 二次加工は周辺のみ施されている。姫島産黒曜石、 0.55g。

4 脚部が尖る特徴的なタイプの石鯨である。安山岩質、0.52g 。

5 基部に挟りがなく、しかも大剥離面倒のみ周辺に沿って二次加工が行なわれている。安山

岩質、 0.42g 。

6・8 簸 器(6…下層、 8…上層)

6 大形で厚味のある安山岩質の剥片を用い、その両面に二次加工を施している。

8 半月状を呈するスクレイパ)で、直線的な一辺の両面に丹念な二次加工を施し、鋭利な刃

部を形成している。安山岩質。

7 使用痕のある剥片(上層)

安山岩質の剥片の一端に使用によると推測される刃こぽれが観察される。

-46 



遺物出土状況
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E歪E盟書
遺構(集石遺構)

図57 7号集石遺構

図58 7号集石遺構 (断面)

。 20cm
』ーーーーーーーーーーーー~

一48

図56 遺構の位置と文化層の広がり

自然層位の四a層にほぼ相当す

る文化層で、これまでの文化層と比

較して、南側の開口部よりに広がっ

ている。

D-6・7グリッドでそれぞれ

集石遺構が認められる。

7号集石遺構は直径ほぽ 1m深

さ約40cmの円形をしたピットの内

部が円礁によって埋めつくされて

おり 、それも上面近くでは拳大よ

りやや小さめの醸を、下部は15~30

cm程の大きさの円膿をと使い分け

ている。 内部はそれこそ諜だけで、

人骨も焼土や灰なども検出されず

その性格を明確にする ことが出来

なかった。



~ 
O 

Cコ

図59 8号集石遺構

8号集石遺構

8 基の集石遺構の中でもっとも開口部よりに位置している。 30~40cmの大きな離と lOcm大の大き

さの離から成っており、集石の下面にほぽ直角に近い壁を有するピットがみられる。また周辺に

さほど顕著で、ないが、炭化物、焼土などが観察され一種の炉祉と考えられる。

7号集石遺構 (断面) (掘り込み)

一49
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縄文時代早期の土器

無文薄手の小形の鉢形土器。口縁部から胴部にかけての形態から、底部は尖底になるもの

と判断できる。破片の断面に幅が 2cmほどの粘土のおびが示されているO

無文薄手の土器で、 lと同様内湾した口縁部から小形の鉢形土器が推測される。

無文土器の口縁部で、口唇は尖り直行する。

外面に斜め方向の粗い条痕が施されている外反する口縁部。

やや外反する口縁部の破片で、部分的にへラ状の器具に よる調整の痕跡がみられる。

厚手の無文土器の胴部。

図的

1 

2 

5 

一50一

4 

6 • 7 

3 
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図61 縄文時代早期の土器
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第 5文化層
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8 極めて薄手の、口縁部が内湾した単純な器形を呈する鉢形土器で、底部は恐らく 9のよう

な尖底が考えちれる。外面は板状器具による調整が施されており、内面は指圧が認められる。

13・14 共に薄手の直行する口縁部であるが、 8と同様な器形が推測される。内外面に斜め方

向の条痕がみられる。

10 小さくてやや丸味を有する尖り底である。

11 底部の先端近くで著しく尖っている厚手の底部。

12 底部近くの破片で、尖り底になるものと考えられる。

「
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第 5文化層

A~ Bì~ A-A轟金G

く二三〉

ぐ〉
8 

くご〉

6 

くごご〉 図62 石鍛 (+) 

ζコ

ζこ三〉

7 

9 

(す) 図63 スクレイノfー・他

1 ~ 5 石鯨

1・2・5 主要剥離面と大剥離面の大部分を残した特徴的な加工を有する石錯。 2は特に小

形で、僅か0.12g 、黒曜石製。 1は桂質岩製、 5は安山岩質製である。

3 基部にやや大きな挟りを有する二等辺三角形の石鯨で、石材は安山岩質、O.72g。

4 先端と脚部を欠損する。チヤ←ト質の石材を用いている。

6 ・8・9 削器(スクレイパー)

6 荏質岩の比較的大形で、厚味のある縦長剥片の側辺に沿って二次加工が施されており、反対

の一辺の中央には細部加工の小さな剥離がならんでいる。

8 縦長剥片の主要剥離面側の一側辺に沿って刃部形成の二次加工が加えられている。打面部

はカットされている。荏質岩。

9 縦長剥片の側辺に沿って丹念な二次加工が施されている形の整った削器である。チャート

質の石材が用いられている。
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図(会)

第 5文化層

11 削器(スクレィパ

ー)。縦に長い剥片の一側

辺の主要剥離面側に二次

加工がみられる。石材は

珪質岩と思われるが明確

でない。

12 やや横に広い剥片

の打面側と反対の一辺に

局部的二次加工が施され

ている。安山岩質。

13 縦に長い剥片であ

るが、石材のせいか剥離

面は不規則である。

-53ー



E歪盤面白

自然層序の四 a.VIlIbを主体にIX層上面にかけて遺物の

包含が認められる。この第 6文化層はそれ以前の文化層の

広がりと異なり、洞穴南側のC、Dグリッドのみに認めら

れる。

遺物の量は他の文化層に比較して卓越しており、土器の

出土状況では、これまでの文化層では無文土器が圧倒的多

数を占ていたのに対し、この層では条痕文土器がかなりの

比率を占めている。石器は70点余りで特別多いとは思われ

ないが、石器組成の中に槍先形尖頭器が認められる点は注 図的文化層の広がり

目される。

なお、第 2~第 5 文化層において発見されていた炉祉と

想定できる集石遺跡は l基も出土していない。

-54 

尖底土器の出土状況
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縄文時代早期の土器

無文の口縁部の破片で、内外面に指圧の痕跡が観察される。

丸底に近い尖底をしたミニチュアの土器である。

薄手の条痕文土器の口縁部で、外商は横方向、内面は縦方向の板白状の施文具による調整

図66

1 

2 

が施されている。

厚子の乳房状をした尖り底の土器であり、特に底部の中央では厚みを増している。内外面

に指圧による調整が明瞭にみられる O

口縁部の直下に 1cm大のコブ状の粘土を貼りつけている。

大きく聞いた尖底で、特殊な器形を予想させる O 内面の一部が剥落している。

厚手の底部近くの土器片で、内面は大きく剥落している。

外反する無文土器の口縁部。

3 

5 

6 

-55 
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縄文時代早期の土器図67

無文のやや厚手の口縁部で若干内湾気味の器形を呈する。

同じく内湾するが器壁がやや薄い。

14・17 直行する薄手の口縁部の破片。横方向の板目状施文具による調整がみられる。

外反する口縁部の破片で、内外に縦方向の条痕が施されている。

撚糸文の胴部破片。

胴部の破片で、外面に湾曲する短い単位の条痕文がみられる。

薄手の無文土器の破片。丸底に近い形態を呈する。
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縄文時代早期の土器

薄手の無文土器の口縁吉[io

無文の口縁部の破片て¥口縁部近くで急に外皮する器形を呈する O 中央に穿孔が施されて

図68

19 

21 

し〉る。

22・23 無文土器の口縁部。共に直行する形態を有する O

底部近くの破片で、尖底になるものと思える。

乳房状の尖底。外面に細くてシャープな条痕がみられる。

無文の尖底。 1阿部から底部にかけて器壁の厚さがほとんど変化していない薄子の著しく尖

る底部である。

粗い条痕を有する尖り底。底部の中央近くで厚さを増しており乳房状になるものと考えら

20 

24 

25 

57 

26 

hる。



縦文時代早期の土器
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第 6文化層

てこ~ 13 

く〉

品
〈二::;714 

く二>

図的 石錨・槍先形尖頭器 (士)

1 ~14 石錨

1・2・3・5基部の扶りが大きな石鯨で、 1・2は黒曜石で残りは安山岩質、 桂質岩を用い

ている。重さは0.47g ・0.35g・0.30g .0.57 gである。

6 • 7・8 基部の挟 りが浅 くて両脚が尖る石錬。 6は黒曜石、 7・8は共にチャート質の石

材である。

9 • 10・12 基部の扶りが浅く、ほぽ正三角形をした石鯨。 9は安山岩質、 10・12はチャート

質の石材で、重さは0.31g.0.23g ・Q.74 gを量る。

11 小形の石鯨で、石材はチャート質。

13・14 三角形をした扶りの深い基部を有し、石材は共に安山岩質。

4 局部磨製石鎖。サヌカイト質、0.25g。

Q
d
 

tu 



第 6文化層

18 
「〉ぐ)

19 

(会)

図70 スクレィパー・有孔石製円盤

15・16 槍先形尖頭器

15・16は尖頭器の基部で、それぞれ黒曜石、安山岩質の石材を用いている。

17・18 削器(スクレィパー)

17 頁岩質の大きくて厚味のある剥片を素材に用い、打面と反対側のー側辺に二次加工を施し

て刃部を形成している。打面も二次加工によってカットしている。

18 不定形な剥片の側辺に沿って小さな二次加工の剥離が施されている。珪質岩。

19 有孔石製円盤

砂岩質の石材を用いて、両面および周辺を研磨によってやや角ばった楕円形に整えており、さ

らに中央に両面からの穿孔が施されている。穿孔の一個所に両面とも擦痕が観察されることから

紐で吊されていたものと判断できる。
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第6文化層

20 

H-) 

図71 磨η石

2よ立た花商岩製の磨り石で、表裏両面岬が顕著に

認められる。
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E軍事置I宿三司

自然層序の第X層を中心に、 問層である 医層の

下面およびE層の上面にかけて遺物の出土が見ら

れる。

文化層の広がりは第 6文化層と同様、南側のc.
D調査区に限られるが、開口部近くに集中する傾

向が窺える。

遺物の量は石器、土器共に少ないが、上 ・下に

間層と判断できる土層が存在することから、ある

時点、での限られた遺物を包含していることになろ

つ。

遺構についでは明瞭にし得なかった。

62 -

図72 文化層の広がり

洞穴内の発堀状況
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縄文時代早期の土器図73

この土器の内面には赤色顔料が付着

している。

8・9 無文土器の底部の破片で、中心部を欠損しているが lと同様な丸底を呈するものと判

無文丸底の土器で内外面に指圧の痕跡が観察される。

断できる。

底部の破片で、上記 3点とは異なり平底になる。

いずれも無文でやや厚手の口縁部の破片であり、ほぽ直行する形態となる。

10 

8・2・4・5

9などの底部の口縁部とみなされる。

6 • 7 やはり無文で直行する口縁部であるが、器壁の厚さで、異なっている。

薄手の口縁部破片で、外面に縦方向のシャ ープな条痕が観察される。
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図74 縄文時代早期の土器

(+) 

11・14 直行する形態をとる口縁部の破片。 11は無文であるが、 14は外面に不規則な細い条痕

がみられる。

13 やや内湾ぎみの口縁部で、口唇は内面に向かった傾斜をしている。

12・17 底部の一部で平底状になると考えられる。 12は無文で、 17は外面に条痕がみえる。

15 平底に近い丸底を呈する無文土器。

16 内、外面に条痕を有する底部近くの土器片。平底に近い丸底ないし平底になるものと推測

される。
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A 4込 ム 長島ゐ l傘
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:下し4二日7 、信高正式/
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くこ三> 6 

図75 石鍬

A 

時F圃

1 ~ 9 石鍬

1・2 基部の挟りが深い石錬で、 1は荏質岩、 0.45g 0 2は黒曜石、 0.24g 。

3・8・9 浅くて大きな扶りを有する小形の石鯨で、重さはそれぞれ0.41g ・0.29g ・0.35

gである。石材は 3は頁岩質、 8・9は安山岩質。

4・5・6 脚部を欠損している。石材はそれぞれ姫島産黒曜石・メノウ・安山岩質である。

7 基部に扶りをもたない大形の石鯨で、珪質岩製。
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三と二コ
刊己主v10 

く二二〉
10・12 スク

レィパ一、珪質

岩製。

11 使用痕の

ある剥片、荏質

王'-"ヨJ。

13 二次加工

のある剥片、安

13 山岩質。

と〉
12 

〈三コ
図76 スクレィパー・他

(会)
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自然層序の第XII層を中心に上下の土層の下部お

よび上部において遺物の包含が認められる。

文化層の広がりはやはり洞穴の南側に限られて

おり、しかも C・D-4グリッドから 7グリッド

へと細長くのびている。

遺物は多く、特に土器の量が顕著で、、遺存状態、

も良好である。

遺構は明確な形で把握されなかったが焼土 ・灰

などが小範囲でb集中する個所がみられた。

-67一

図77 文化層の広がり
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図78 縄文時代早期の土器
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第 8文化層

I ¥ 

(を)

1 条痕文の平底に近い丸底をした深鉢形土器。口縁部の一部と底部の中央を欠損しているが

全体の器形については十分に知ることができる。内外の全面に細い条痕を施しており、外面では

縦ないし斜方向に、内面はほぼ横方向である。内面の胴部および底部近くに指圧痕が観察される。
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第 8文化層

縄文時代早期の土器
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第 8文化層

(す)

囲内 縄文時代早期の土器

2 条痕文の丸底深鉢形土器。口縁部がやや外反する円筒形土器で、底部は平底に近い丸底を

呈する。器壁の内外面は 5~6 本を単位とする細くてシャープな条痕によって埋めつくされている。
条痕は口縁部から胴部にかけては横方向を主体に、底部よりではほぼ縦方向に施されている。内面

は条痕の他、指によるナデと指圧が観察され、特に口縁部直下は指圧による成形が顕著で、ある。

口唇部に不規則な刻みが施されている。
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図80 縄文時代早期の土器
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第 8文化層

(す)

3 条痕文の丸底深鉢形土器。全体的な器形は口縁部に向かつて聞いた単純な深鉢形を呈し、底

部は欠損しているが丸底と考えて大過ないであろう。外面全体に 5mm前後の幅で、 2 ~ 4cmの長

さをー単位とするナデによる調整が施されている。また内面には指による指圧、ナデの痕跡が観

察できる。 口唇部に3個を単位とする刻みが巡っている。口縁部に補修孔が施されている。
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図81 縄文時代早期の土器

M・1

ピ;:1~~:b~ふ;三
，--"，-，…， 
\;.f;帽~~乞ンA吐イム

(を)

4 条痕文を有し外反する口縁部から胴部にかけての破片で、底部を欠損しているが丸底にな

る鉢形土器と判断される。条痕の方向は横方向を主体にし、胴部近くでは縦方向である。

5 幅の広い明瞭な条痕が内、外面共に斜め方向に施されている。口縁部近くに穿孔がみられ

る。

6 直行する口縁部で、内外に組い条痕が施されている。

7 無文の底部の破片で、平底になると推測される。
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9 

内外面に横方向の大きめの条痕文が施された口縁部で、器形は直行している。

無文のやや厚手の直行する口縁部。

10 無文薄手の外反する口縁部。

74 -

(を)



第 8文化層

'.、・~- ; 、.一一 一.. ー-一1わ ..... !--. 
j ハ

ド ー一一、‘-一、一日一

・- ー
a 、 一一、1 ~， 

fι・ ・ F 白 、 "‘。，r w  
『ー¥ J''-ダ 、 、"11 

図83

~ 
‘ 手、， : 12 

、色 白 、A ，、'.''. 、 -
h 

u・

t~:~f'S;き~\. Jit.有議ブ1
、:.4:"" 之r， 処 p古代 密デE民と♂'h.....-ζ..晶、 ， 

山川!妙ン喝鳴毅川
t川1乃九吟，吟t巧Y可;~9んけ;ブ4
ι心ξ ，吋、 .' .';，~.L"'; 匂-4"苛守 I ~ r--v 

ドヂ;守宅?金i'
'~'6!. -，;，，;) ，>丙:.:6;.i;-~~].

k':J;:lS長:f
り

バ1'，.'二百戸ダ
、・...."，......ー

縄文時代早期の土器
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11 内外面に明瞭な条痕文が施された 口縁部。条痕の方向は外面では横、内面は斜めの方向に

走っている。口唇部に刻みを有する。

12 

13 

15 

16 

14 

粗い条痕を有する口縁部。

細くてシャープな条痕がやや不規則に施文されている。薄手の口縁部で直行する。

無文薄手の口縁部で、やや外反している。

組い条痕の口縁部で、内、外面では条痕の方向が異なっている。

細い条痕を有する大形の丸い底部で、恐らく 11などの口縁部と関連するものと思える。
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17 極めて薄手の直行する口縁部の破片。外面にあまり明瞭でない斜め方向の条痕が施され、内

面に板目状の調整がみられる。

18 内面にシャープな条痕を有する底部の破片で、平底に近い丸底になるものと考えられる。

19 無文の比較的小形の胴部から底部にかけての土器で、底は平底になる。

20 内外面に組い条痕を有する底部近くの破片である。現存の形から平底に近い丸底が予想さ

れる。

22 底部近くの小形の土器で、内外面に板状の器具によるナデ調整がみられる。

21・23 共に平底に近い丸底を呈する土器であり、 23は内外に組い条痕を有する。
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縄文時代早期の土器図的

条痕文の底部で平底に近い丸底てやある。

いずれも底部の一部であり、平底に近い丸底になるものと判断できる。

25・27・32 胴部から底部の一部にかけての破片で、その形態から先にあげた底部に続くもの

と考えられる。 27は内外面に条痕がみられる。
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第 8文化層

くご二こ:::，.. 3 〈二〉 I 
〈こ二>2

く二三〉

4 
くこ>5

謝乱
図86石錨

23 

け-) 

1 ~23 石鎌

1 ・ 6 ~8 ・ 11 ・ 13 基部の挟りが比較的浅いもので、脚部は尖る傾向がみられる。 1は0.49

g 、6は0.70g、 7は0.71g 、8は0.43g、11は0.48gを量る。

2 • 3・9・10・12 基部に深い扶りを有し、両脚の末端が鋭く尖る。 2は0.95g、3は0.76

g 、 9は0.28g 、10は0.43g、12は0.44gである。

4・5 扶りは深いが脚部の末端は丸味を呈する。

1 • 2 ・ 13 は安山岩質。 4 ・ 6 ・ 9 ・ 10 ・ 1 5 ・ 16 ・ 18~22は黒曜石。 11 ・ 12 は姫島産黒曜石。

7・17・23は珪質岩。 3• 5・8はメノウ。 14はチャ ー ト質。

0
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第 8文化層

く〉

25 

と〉

~ 

く二> 図87 槍先形尖頭器・襖形石器・掻器 (十)

図88 スクレイノぐー
く二〉

28 
(会)

24 槍先形尖頭器。先端部が細く基部よりで太くなり、末端は丸味をおびている。加工は表裏全

面に施されている。サヌカイト質の石材を用いている。重さは 23.01g 。

25 模形石器。上下両端に打痕が観察される。黒曜石製。

26 小形の剥片の一端に丹念な二次加工を施して刃部を形成している。栂指型掻器とされよう。

黒曜石製。

27 不定形な剥片の一辺に二次加工を施し刃部を形成している。桂質岩製。

28 縦に長い剥片の側辺に沿って粗い二次加工の剥離が施されているスクレイパー。石材は珪

質岩と判断される。
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図的敵石

A 

T. A 
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29 花闘製の融石。表裏の中央と

側面の一部に打痕が観察されるが、

明瞭でない。



第 8文化層

鹿角出土状況

， 

ee'J 
.} " 

F 

D-5・6グりッドの落石の状況
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E歪E盟ヨ

自然層序のXN層を主体に困層の下面に遺物が発

見されている。なおXN層は土壌の色調によって a

• b • cと区分され得る個所も認められるが、文

化層の全体的なあり方から一応まとめて把握して

いる。文化層の広がりは南壁よりの C ・ D-5~

7グリッドにみられるが、未調査のC ・D-4グ

リッドにおける広がりも予想される。

第 9文化層は本洞穴においての最も古い時期の

文化層で、土器の出土量は少ないが、石器の量で

は他の文化層を抜いている。 図90 文化層の広がり

槍先形尖頭器出土状況

つム00
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図91 縄文時代早期の土器
ぐす)

1・2・5 極めて薄手で焼成良好な口縁部から胴部にかけての土器である。内外面ともにシ

ヤ←プな条痕が全面に施されており、大半は斜め方向に走っている。内面の口唇部直下には全体

の方向と逆方向をした狭い条痕帯がみられる。口唇に小さな刻みが巡っている。

3・4 同様な口縁部の破片である。

6・7 内外面に条痕を有する底部の破片で、薄い平底を呈しており、外面は擦痕が観察され

る。 1~ 5の土器の底部になるものと判断される。
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第 9文化層

" 

(を)

図92 縄文時代早期の土器

8・9・13・14 内外面に明瞭な条痕文を有する薄手の土器の胴部破片である。胴部にほとん

ど膨らみをもたないで、平底の底部へ続くものと考えられる.

10~ 12 やはり内外面に条痕が施された薄手の胴部であるが、わずかであるが湾曲している。

12は、比較的顕著であり、底部近くの破片であろう。

図91の口縁部、底部の土器と 同じタイプの胴部と判断できる。
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第 9文化層

図93 縄文時代早期の土器

15 内外面に細めの条痕を有するが、他の条痕文土器に比較して器壁の厚い点で異なる。尖り

気味の口唇部に刻みが施されている。

16~18 やはり内外面に条痕をもっ口縁部で、 16・17は直行する形態をとっており、 18はやや

内湾している。

19 内外面に幅の広い斜め方向の整然とした条痕が施されている。直行する口縁部の口唇に刻

みがみられる。口唇直下に補修孔があけられている。

22 器壁が極端に薄い焼成良好な条痕文土器の口縁部である。平担な口唇部に刻みが施されて

いる。

21 幅の広い条痕文が内外面に施された胴部の破片。穿孔がみられる。

20 厚手の条痕文土器の底部、底の中心部を欠損しているが、あまり大きくならない平底に近

い丸底になるものと判断できる。
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第 9文化層
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図94 縄文時代早期の土器

23 厚手の条痕文土器の口縁部から胴部にかけての大きな破片である。外面の条痕は明瞭でな

いが、内面はほぼ全面に横方向に施されている。口縁部の下の方でやや内湾して胴部に若干膨ら

みを有する。

24 厚手の外反気味の口縁部でやはり内外面に条痕がみられる。

25 極めて薄い条痕文を有する口縁部で、口唇に刻みが施されている。

26 外反する口縁部の破片であまり明瞭でトない条痕がみられる。
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第 9文化層

図95 石鍬

口。口。



~ 

1 ~26 石線

基部の挟りが浅くて広い 1・3を代表と

みなされる一群と、 5・13のようにやや扶りが

深い一群とに大別される。全般的な傾向とし

て挟り浅いものは小形の傾向を有し、深いも

のは大形のものが多い。

石材は安山岩質のものが顕著で、中にはサ

ヌカイトと一般に呼称されているものもみら

れる。次に多く使用されているのは桂質岩で

あり、他にメノウ質、頁岩質のものなどもみ

られる。

安山岩質… 1 ・ 3 ~6 ・ 9 • 15・19・21・

22・24・26、桂質岩・..2・7・11・13・Hi・

17・25、メノウ質… 8・23、頁岩質…18・20

姫島産黒曜石…12・14、黒曜石…10。

重さについては、 1は0.55g、2は1.50g 、

3は0.62g、 5は0.91g、9は0.62g、16は

1.31 g 、18は1.52g 、21は0.64g、22は0.68

g 、23は0.44g、 24は0.34g。
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第 9文化層

く〉 く〉

く二〉
27 

28 

ζ 〉

く二>

~ 

てご二〉 Il~ 
くこ'7 32 く三二>33 

(十)

図96 槍先形尖頭器・石鍬
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27~31 有舌尖頭器。 32~34 石鉱。

27・28 有舌尖頭器と判断される石器で、そ

の尖頭部から胴部すなわち槍先形尖頭器の身の

部分にあたる。両面ともに両側辺からの薄くて

幅の広い剥離面によって整形されており、横断

面はほぼ凸レンズ状を呈す。共にサヌカイト質

の石材が用いられている。現存の重さは27が

14.24g 、28は20.73gである。

29・30 有舌尖頭器の基部。いわゆる舌(茎)

にあたる部分であり、身と舌が接する個所で欠

損していることになる。 29は頁岩質であり、 30

は27・28と同様なサヌカイト質の石材である。

31 有舌尖頭器の身から舌へかけての部分で

あり、身の先端部と舌の末端を欠いている。石

材は透明度のある良質の黒曜石。

32~34 当文化層出土の石鉱の中では比較的

基部の扶りの深いものである。 32は安山岩質、

0.68g 、33は桂質岩、 34はチャート質である。
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第 9文化層

O 亡二コ

匂Ea
図97 石錐・他

(を)

図98 斧形石器

35 石錐。安山岩質の薄手の剥片を素材に、その一端に二次加工の剥離を施して断面がほぽ菱

形の尖頭部を形成している。

36~38 サヌカイトの剥片の一部に二次加工を施した石器であるが、器種については明確にし

得ない。

39 斧形石器。大形で、しかも厚味のあるサヌカイ質の素材を用いた石器である。片面は周囲か

らの大きな剥離が施されており、もう一面は大きな剥離と側辺に沿っての小さな剥離がみられる。

斧形石器としたが、一種の瞭器であろうか。
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くこ二二〉
(十)

図99 槍先形尖頭器(撹乱層)

槍先形尖頭器

サヌカイト質の石材を用いて、その両面に二次加工が施された左右がシンメトリーでない尖頭

器の一部分と判断される石器である。

出土層位は不明で、あるが第 8あるいは第 9文化層の所産と推測しておきたい。
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各文化層の文様別土器片出土数

C.D-4グリッド! C.D-5グリッド C.D-6グリッド

文化層 l 50 100 50 luO 50 100 
」

1 一一寸一一一一了

2 

3 

4上

4下

5 

6 

7 

8 

9 

文化層LA.B-4グリッド A.B-5グリッド

50 100 100 50 100 

2 

3 

4上

4下

5 

第 1文化層の土器は本調査において把握されなかったが、調査前に採集された土器から想定し

た。縄文時代後期中葉から後葉にかけての文化層である。

第.2文化層の土器は貼りつけ凸帯のある特徴的な土器から縄文時代前期中葉とされる。これら

の土器と同量の無文土器とそれに条痕文土器とが出土している。これらの土器片が量的に多いの

は貼りつけ凸帯の文様が口縁部に集中し、胴部以下は施文されないためであり、しかも地文に条

痕地を有すものと無文のものの両者が認められることによるものである。

第 3文化層の土器は早期末葉の粗大な押型文土器に代表されるが、それを上回る厚手の無文土

器が存在し、セットをなすものとして把握できる。

第 4文化層(上層)の主体を占める土器はやはり押型文土器であり、器形・文様から第 3文化

層のそれとは区分され、早期中頃から後半に位置づけられる。やはり無文土器を多量に伴ってい

る。

第 4文化層(下層)および第 5文化層の土器は押型文土器が認められず、無文土器が 3分の 2

を越えている。文様のある土器には撚糸文・縄文などがみられる程度である。両文化層の土器の

あり方は基本的には大きな変化がみられなく、その時期は早期中葉から前葉にかけてが考えられ

る。
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C'D-7・8クゃリッド
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F

h

d

n

h

u

η

j

・

ハ

X

U

A

叶
d

各文化層における土器の文様別割合
。

文化層『
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重量 無文土器

医ヨ糸痕文土器

有文土器(押型文・撚糸文・他)

匡霊童 その他

第6文化層の土器は他の文化層に

比べて最も多く出土している。やは

り無文土器が大勢を占めるものの、

条痕文土器の顕著な増加に特色づけ

ろれる。早期前葉が比定されよう。

第 7文化層の土器は無文の丸底土

器を主体としており、上層において

出土していた無文尖底の土器は全く

みられない。第 6文化層とは土器の

面で著しく異なる。早期初頭を想定

できょう。

第8・9文化層の土器はそれ以前

と全く様相が違い、条痕文土器が圧

倒的に多い。薄手と厚手が存在し、

平麿に近い丸底左平底とのこ者がみ

られる。早期初頭(草劃期)と考え

られよう O



各文化層における石器の器種別割合
5o 100% 

lj:i:j:j:j:izzi三三援葉遣

|:i:主主:i:双山[]~三糖瞳

1562222222E議警護翻

4上 li:己主主主主主:ijj恒三ヨ廷雲E

455535555::i:jj:;;;:;:;弓緩幸司

15i:i:i:i:lij;;;;jjE主義三塁 i 

t::::::::: :111111限匡護努婆醒撞量

li:iaisi:広三:i;;;:jijjJjJ5;匡霞鋼

石室族

皿 困 槍 先 形 尖 頭 器

民三ヨ 掻器・削器

匡三 二次加工のある剥片

匿翠使用痕のある劃片

瞳盟 たたきる・すり石

匡三ヨ その他

三重 石核

l::::::::::::::::::~II~~]IIIIIIIIIIIIIIII墨書

9 

石器組成については各文化層でほぼ同様な傾向が窺える。すなわち、石銀、掻器・剖器(ス

クレィパー)、二次加工のある不定形な剥片石器、刃部と推定される側辺に使用痕が観察される

剥片石器、それに献石・磨石などが基本的な石器組成として挙げられる。その他としたものは操

器・石錐など稀な石器と器種の判定が困難なものが含まれている。この他、第 6・8文化層では

槍先形尖頭器が、第 9文化層では有舌尖頭器が出土している。敵石・磨石は文化層によって出土

数が極端に異なり、第 3・4文化層では出土していない。

石器の数量および組成は当時の生活の一端を如実に示すものだけに各文化層におけるあり方は

興味がもたれる。

石器、特に剥片石器の石材は石器製作の上で大きく横たわっている基礎的問睡であり、その製

作技術および石材の搬入は当時の行動範囲や交流を示唆する好資料である。それだけに石材の同

定については専門の研究者による判断をまたなげればならないが、経験による判断を行なってそ

の傾向を試みた。その結果、石材の種類としては、黒色の黒曜石・乳白色の姫島産黒曜石、サヌ

カイト質を含む安山岩質のもの、荏質岩、チャート質それにメノウなどが存在する。これらの石

材は文化層によって異なる傾向が看取できる。すなわち時期による石材の選択が予想されるので

ある。第 2第 3文化層では姫島産の黒曜石・黒色の黒曜石が多いが、第 4・5文化層では減少し

て、桂質岩・チャートなどが増加する。この傾向は以下の第 6~第 9 文化層についてもほぼ同様

である。安山岩質のものは各文化層で普遍的にかなりの数みられる。
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ニ日市洞穴出土の人骨

出土人骨一覧表 1

時代

九
時
品
川

f
h刈
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1

4
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4
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J
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1

J
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ι九

削
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白iJ
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縄

縄
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年

年

児
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年

年
!日
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年

年

年令

壮

成

小

壮

性別l

性

性

明

明

性

明

性

性

性

男

女

不

男

不

男

不

男

男

2 S J型葬iE構

S' 人

2 号人

3 号人

1号 埋葬遺構

4 号人

3号 埋葬遺構

1 号人骨

2 号且人骨

2 号 b 人骨

3 サ人骨

4 号人骨

且
{
月
旦
{
円
川
{
円

よa.
円

)
 

m
 

m
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大腿骨主要計測値表 2

2 号人骨

左

1号人骨

左 右

(21) 

(18) 

(63) 

(21) 

(18) 

(62) 

(21) 

(20) 

(65) 

右

376 

374 

22 

21 

68 

18.18 

104.76 

76.0。

最大長

自然位 全 長

骨体中央矢状径

骨体中央横径

甘{本中央局

長厚 不 数

骨体中央断面示数

官イ本土断面示数

(116，67) 

70，83 

(116.67) 

70.83 

(105.00) 

72.0。

(mm) 腔骨主要計測値表 3

2号人骨

右 左右

(23) 

(17) 

(65) 

(23) 

(17) 

(62) 

(302) 

(306) 

(27) 

(16) 

(67) 

61 

(20.20) 

(59.26) 

(26) 

(16) 

(67) 

経骨全長

経骨最大長

中央最大径

中央 横径

中央周

最.IJ、周

長厚 IJ;;数

中央断市I'1;数 (73.91) (73.91) 

2 号埋葬遺構出土人骨のみ計ì~IJ可能

頭蓋骨の計担IJ値は土圧などの原因による変形が若しいためさらに検討を行なった土で提出したい

(61.54) 

幸孝下松長崎大学医学部解剖学第二教室
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2号人骨(2号埋葬遺構)上肢骨

2号人骨下肢骨
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3号人骨(2号埋葬遺構)

4号人骨(1号埋葬遺構)

頭蓋骨・上面観
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まとめ

文化層の把握

二日市洞穴は縄文時代早期を主体とする洞穴遺跡であり、時期の異なる九つの文化層が確認で

きる。この文化層の区分については、遺物包含の有無は無論のこと、集石遺構および埋葬遺構そ

れにレンズ状の堆積が認められる灰や焼土、落石、土層の色調などを考慮、して把握した。さらに

平面的に拡がる遺物を断面に投影するいわゆる垂直分布を検討することによって文化層認定の傍

証を試みた。それぞれの文化層は自然層序の区分にほぼ符合するわけであるが、一つの文化層が

自然層序で区分したものの上下に一部含まれる場合があり、これなどは洞穴内の自然のあるいは

人為的な土壌の堆積の作用によるものであろう。

洞穴の利用の変遷

第 l文化層 縄文時代後期中葉から後葉、約3 ， 600年前~3 ， OOO年前。洞穴中央部を中心にした

利用が推定される。

第 2文化層 縄文時代前期中葉、約 6，000年前。中央部から奥にかけての北側に生活面が推定

される。南壁よりに炉牡と推定される集石遺構が、北壁よりに埋葬遺構が設けられている。

第 3文化層 縄文時代早期末葉、約7，000年前。洞穴の中央部から開口部に向けて拡大。開U部

よりに集石遺構が設けられる。

第 4文化層(上)(下)縄文時代早期中葉~後葉、約 8.500年前。洞穴中央部から開口部にかけ

て。南側に集石遺構、北側に埋葬遺構が設けられている。

第 5文化層 縄文時代早期中葉から前葉、約 9，000年前。洞穴の中央部から開口部にかけて、

しかも南側よりに中心が移動、南壁よりに集石遺構。

第 6文化層 縄文時代早期前葉、約 9，500年前、洞穴南側の中央部に限定され、北側は生活の

痕跡が全くみられない。

第 7文化層 縄文時代早期前葉~初頭、約10，000年前、やはり洞穴南側の中央部から開口部よ

りに生活の中心が想定できる。

第8文化層 縄文時代早期初頭、約10，500年前。洞穴南側の中央部から開口部よりが利用され

ている。

第9文化層 縄文時代早期初頭、約11，000年前この洞穴が初めて利用されはじめる。洞穴南側

の開口部から奥部にかけてに生活の中心が考えられるが、奥部については未調査のため不明。

以上が当洞穴の利用の時期とそれぞれの時期の平面的な利用個所の想定である。なお、今から

何年前という絶対年代の値については、本州・四国を含めた放射性炭素による年代測定値からお

およその時期を予想したものである。

二日市洞穴における縄文時代早期の土器

当洞穴の主体をなす時期は縄文時代の早期であり、第3文化層から第 9文化層出土の土器は全て

縄文時代早期の所産で、時期による土器の変化を明瞭に認めることができる。
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全般的な傾向として、尖底をした押型文土器群で代表される時期が早期の中で最も新しく、尖

底から丸底の無文土器群へと次第に古くなり、さらに条痕文を有する平底に近い丸底・平底が当

洞穴の最古の土器群であり、早期の初頭に位置づけられる。

押型文土器群

I類 表面に粗大な押型文を施文し、口縁部が外反し、しかも内酉に大きな条痕文(原体刻文)

を有する尖底の鉢形土器。従来「田村式土器J と呼称されているものに類似する一群。

II類 小さく整った押型文が施文され、全体に器壁が薄い小形の尖底の鉢形土器。口縁部の形

態および内面の条痕文の有無から a類.b類の二つに区分され得ると考える。すなわち、 IIa類

は九州|の押型文土器の代表的なものとして周知されている「早水台式土器」に相当する。一方、

IIb類は大分県稲荷山遺跡において単純に出土している土器群に符号することから「稲荷山式土

器」と呼称し、 「早水台式」に極めて接近しながらも先行する押型文土器のーワのタイプを設定

したい。二日市洞穴の第 4文化層においてこの両者を層位的に分離することはできなかったが、

相対的に a類が上位に、 b類が下位に認められる傾向が示されている。

無文土器群

二日市洞穴出土の多量の無文土器は大別して、押型文土器群に共{半するもの(無文土器I類)、

押型文土器を全く伴なわずほぽ無文土器だけの単純な状況で出土する押型文土器に先行するもの

(無文土器II類・ III類)、さらに条痕文を主体する土器に伴なうもの(無文土器W類)の山者が

存在する。それらの無文土器群はそれぞれ特徴的な形態を有し、しかも層位によっても明確に分

離することができることから当然時間的な経緯の中で把握されることになる。

I類 当洞穴の第 3・第 4(上層)文化層において出土している押型文土器に伴う無文土器で、

細部に若干の違いはあるものの基本的には器壁が厚くしかも大形で尖底を呈する鉢形土器で代表

させることができるであろう。

II類、 第 4 (下層) ・5・6文化層は無文土器を主体とする文化層であり、これらの文化層お

よび無文土器の形態的特徴から II類に区分されるであろう O

IIa類 第 4文化層(下層)および第 5文化層から出土しているもので、 I類に比較して器壁

が薄いことと、底部の尖りが著しいこと、口縁部がほぼ直行することなどで異なっている。

IIb類 第 6文化層の無文土器で、口縁部の形態については不明であるが、全体に大形で器壁

が厚く特に底部はその傾向が著しくしかも乳房状の尖底をなす。この文化層からは比較的薄手で

尖り底の無文土器も出土しているが、前者で代表させることができょう。

III類 これまでの無文土器、すなわち I類およびII類とは基本的に異なる無文土器である。す

なわち、これまでの無文土器の底部は細部においては違いがあるものの、いずれも尖底をなす点

では共通している。しかしながら第 7文化層出土の無文土器は丸底ないし平底に近い丸直を呈し

ている。尖底の無文土器は全く共f半せず、無文土器群の中に丸底の時期が明確に存在することを

示唆している。

W類 第 8・9文化層は条痕文土器を主体とする文化層であるが、無文土器が共伴している。両

文化層から出土している無文土器の形態は共伴する条痕文土器とほぼ類似したもので、口縁部は

ほぼ直行し、胴部に膨らみをもたず、底部へと移行するものである O その底部は無文土器 I~III類
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と異なり平底ないし丸底に近い平底の土器であり、九州においてこれまで縄文時代早期の無文土

器で平底を呈するものは全く知られていない。この無文平底の土器には器壁が極めて厚いものと

非常に薄いものの二者が認められ、また底部の形態でも完全な平底と丸味をおびる平底とがみら

れるなどパリエィションがみられる。

以上の様に二日市洞穴では早期の無文土器群が層位的な文化層によって把握されるのである。

すなわち平底→丸底→尖底という形態の変化を追うことができた。この変遷については二日市洞

穴で初めてとらえられたものであるが、今後同様な時期の遺跡においてさらに究明される必要があ

る。それらのことを考慮して、特にN類の平底の無文土器を「二日市無文W式」 、III類、の丸底を

「二日市無文II¥式」と仮称しておきたい。

条痕文土器群

東九州、|における最古の土器群として無文尖底および丸底の土器が想定されていたが、二日市洞

穴の調査によってそれらよりさらに古い土器群の存在が明白にされた。すなわち、第 8・9文化層

の平底に近い丸底および平底の土器群がそれにあたる。この土器群が無文の尖底や丸底に先行す

ることについては層位的に明らかであり、さらに共伴石器に有舌尖頭器が存在することから一段

と確かである。

第8文化層から出土している条痕文を有する土器は器形および条痕文の施文から三つに分類す

ることができる。そこで当文化層出土の条痕文土器を一括して 「条痕文土器 I類」とし、さらに

a • b • cと三種類に区別する。

1 a類 円筒形に近い形態を呈し、底部は平底に近い丸底と表現されるもので、内外面全面に

5~6 本を一つの単位とする細くて鋭利な櫛目状の条痕が施されている。口唇部に刻みを有し内

面に指圧が観察される。

1 b類 全体の器形は砲弾形に近いが、底部丸底を呈する。器壁の内外面にへラ状の器具によ

る幅の広い条痕(擦痕)で全面が調整されているもので、口唇部に刻みが施されていることや内

面の指圧による調整は a類と共通する。

1 c類 器形は a類と共通するものであるが、内外面の条痕はいわゆる貝殻条痕文に近似して

いる。口唇部にやはり刻みをもつものと考えられる。

II類 二日市洞穴の最古の第 9文化層の主体を占める土器を条痕文土器II類とする。単純な鉢

形をなす点は他の条痕文土器と同一であるが、器壁が極端に薄く、しかも焼成の良好さで明瞭に

分離される。また底部が薄手で平底をなすことで大きく異なる。口唇部に刻みを有しており、こ

のことは二日市洞穴の条痕文土器の普遍的な傾向と思える。第 9文化層ではII類が卓越している

が、第 8文化層においてみられた 1b類・ 1c類なども出土している。

以上、二日市洞穴の第 8・9文化層出土の条痕文土器を文化層および形態の特徴から四つに分

類を行なった。現時点では比較資料がないため、今後の資料の追加を待ってさらに細別、あるい

は大別してとらえるべきかについての検討を重ねたい。そこで、 ここにおいては、便宜的に 1a 

類を「二日市条痕文 1a式」、以下、 「ニ日市条痕文 1b式J r二日市条痕文 1c式」それに「二

日市条痕文II式」と呼んでおくことにする。

第 8文化層および第 9化層出土の無文土器ならびに条痕文土器は西北九州で明らかにされてい

る爪形文・隆起線文土器に近接する時期を想定し、東九州における最古の土器群と考える。
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二日市洞穴における縄文時代早期の石器

第 3文化層から第 9文化層の早期の土器群に伴って各種の石器類が出土しているが、 その中

にあって石搬は量的な差こそあれ、全ての文化層において認められる代表的な石器である。そこ

で各文化層出土の石嫉について形態的な特徴を抽出してその傾向をみることにする。

石錬

石室族の全体的な形ではl.Ocm~ 1.5cmの小形のものと、 2.0cmを越える大形のもの、その中間

に位置する中形のものとに大別して把握することができょう。また石室族の基部に施されている扶

りは石嫉の形を大きく左右する大きな要因とみなされる。すなわち扶りの幅制狭くて、深いものと

浅いものはいずれも脚部の末端が大きく丸味をおびてくる。一方、挟りの幅が広くて、深いものお

よび浅いものは脚部の末端が鋭く尖ることになる O その他挟りがほとんど施されていないものは

当然のことながら脚部が明瞭で、ない。以上の大きさおよび基部の扶りのあり方から規定される分

類にもとづき石織の形態について各文化の特徴を挙げてみる。

第3文化層から第 4文化層(上層)の押型文土器群に{半出する石鯨は大形で、基部の挟りが狭

くて深い、いわゆる「鍬形銀」で代表されるが、中形で広くて浅い挟りのものもみられる。第 4

文化層(下層) ・第 5文化層の押型文土器群に先行する無文土器群には小形と中形で、基部の扶

りが大きく脚部の末端の尖るものと、小形で素材となった剥片の周辺部のみに加工が集中する特

徴的なものが知られ、特に第 5文化層で顕著な傾向を示す。押型文土器群の典型1的な石皇族である

「鍬形錬」はみられない。第 6文化層の無文IIb類に伴う石搬は、小形のものが多く、しかも基部

の挟りは大きくて浅い。第 5文化膚の石鯨とは異なっている。なお、この第6文化層から、局部

磨製の石鎌1点と槍先形尖頭器の基部と考えられる石器が 2点出土している。第 7文化層の「二

日市無文III式」共伴の石鯨はやはり小形で基部の挟りが大きいものが目立つが、大形のものもみ

られる。土器の形態ほど大きな変化は抽出できそうもない。第8文化層の石鉱は「二日市条痕文

I式」に共伴するもので、小形・中形・大形と大きさの上では多彩なE討を示すが、基部の扶りは

概して広い。先端部が細く、丸味のある大きな基部を有する槍先形先頭器 1点が出土している。

第9文化層の薄手で平底の条痕文土器群に伴う石鯨では、これまで見られていた小形のものがな

く、いずれも中形ないし大形というように大きさのよで違いが指適できる。基部の扶りについて

は、第8文化層と同様に広くて、しかも浅いものが顕著である。有舌尖頭器5点の出土は第 9文

化層での特記すべき石器である。

槍先形尖頭器

第8文化層からサヌカイト質の石材を用いた槍先形尖頭器が出土している。全長 8.8mで最大

幅は基部近くにあり、2.6cmを測ることができ、丸味をおびる基部の末端へやや幅を狭めながら続

いている。

一方、第 9文化層から出土している槍先形尖頭器 5点はいずれも欠損しているが、明らかに尖

り気味の舌状の基部を形成していることから有舌尖頭器と判断される C サスカイト質製の 2点、は

推定復元すると12cm前後の大形になるものと思われる。先端と基部を欠損している黒曜石の有青

尖頭器は 5~6cmと推定され、石材と大きさから少なくとも二つのタイプの存在が予想される。
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大分県玖珠郡九重町所在の三日市洞穴の学術調査は昭和50年 3月から53年 8月までの問、 5回にわた

って実施された。別府大学考古学研究室を主体に、長崎大学医学部解剖学第二教室、九州大学考古学

教室の協力のもとに行なわれた。調査全般にわたっては地元の教育委員会をはじめ、松木地区の住民

はもとより町民全体の多大な援助のもとに進められた。

ここに、三日市洞穴の発掘調査報告書を出版するにあたり、九重町麻生毅町長、時松準作教育長を

はじめ、教育委員会の職員を中心とする町職員一同、それに土地、作場場、用異さらに合宿所等の提

供の便耳3計って下さった地元町民に対して深く感謝の意を表するしだいで、ある。

本調査に関して終始ご指導をいただいた別府大学賀川光夫教授に衷心より謝意を表する。また発

掘調査および報告書の作成は、別府大学考古学専攻生の多大な協力があってはじめてなし得たことを

銘記すると共にお礼を申し上げたい。

昭和55年 2月

別府大学文学部助教授橘 昌信

二日市洞穴発掘調査参加者および関係者

考古学 賀川光夫・橘昌信(別府大学)、田中良之・定森秀夫・山田克己・杉村幸一・横

大路俊明(九州大学)、富永直樹・永峰文隆・盛峰雄・中村和よヒ・清水範行・栗匝勝弘・諌山

佳明・徳林信道・中山彰宣・山下まゆみ・福島政文・城戸誠・黒田裕司・谷芳樹・林恵子・

宮本徳昭・杉本崇・仲里安昭・成尾武信・赤木茂美・石本香子・寺田知恵子・渡辺千恵美・亀

井教文・阿郡高巌・野村哲朗・栖原理・広田憲昭・栗焼憲児・森脇幸生・綿貫俊一(別府大学)

人類学 内藤芳篤・坂田邦洋・松下孝之・永富史彦(長崎大学医学部)

土壌(花粉)分析畑中健一(北九州大学)

年代測定 市川米太(奈良教育大学)

4地元砂麻生穀(九璽町町長)、時松準作(教育長)、岐郁秀一郎(社会教育課課長)、竹

尾竜生(前課長)、帆足成生(社会教育課係長)、穴井逸雄(前係長)、古後粒勝(社会教

育課)、甲斐素純(社会教育課)、嶋田裕雄(九重町中央公民館長)、小l幡鉄也・赤峰武・

内恵克彦・小野喜美夫・佐藤富士人・古後保彦(九重町文化財調査員)、河上清久(玖珠町

文化財専門委員)、佐藤暁(日出町社会教育課長)、故帆足茂久男・帆足正・帆足保吉・富

田ナカ・土井カヲリ、書曲・二日市・室園の地元部落の人々
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